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　２月定例会では、新型コロナウイルスに関する本市の状況を踏まえ、議員個人が市政全般について質問を

行う一般質問をすべて取りやめた代わりに、代表質問における各会派の発言時間を延長すると共に、発言時

間の枠内で、一般質問に準じた形式（一般質問形式）での質問も行えることとしました。ここでは、代表質

問（一般質問形式を含む）のうち、会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

※２月定例会の代表質問は２月 17 日に通告を締め切り、２月 25 日から５日間の日程で行いました。

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、
認

知
症
の
人
の
数
等
を
勘
案
し
、

東
部
、
西
部
、
南
部
、
北
部
の

各
圏
域
に
１
名
ず
つ
配
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
業
務
内
容
は
、

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
及
び

認
知
症
へ
の
リ
ス
ク
が
高
い
高

齢
者
に
対
す
る
社
会
参
加
の
た

め
の
通
い
の
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
民
間
の
認
知
症
カ
フ
ェ
の
立

ち
上
げ
促
進
等
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
の
視
点
に
立
っ
て

地
域
の
支
え
あ
い
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
等
を
想
定
し
て
い
る
。

上
の
市
民
等
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
し
た
が
、
受
検
者

数
は
対
象
者
の
う
ち
約
27
％
程

度
に
留
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
市
民
か
ら
は
、
検
査
が
行

わ
れ
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ

た
と
の
声
も
あ
り
、
周
知
方
法

に
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
件
の
周
知
不
足
に

つ
い
て
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
検
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
令
和
２
年
12
月
及
び
３
年

２
月
に
広
報
い
ち
か
わ
に
案
内

を
掲
載
し
た
他
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、
自
治
会

掲
示
板
で
の
チ
ラ
シ
掲
示
や
回

覧
に
加
え
て
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
を
活
用
し
、
巡
回

時
に
市
民
へ
情
報
提
供
を
行
う

な
ど
、
様
々
な
手
法
を
用
い
て

周
知
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
な
お
、
検
査
数
が
見
込

み
を
下
回
っ
た
要
因
は
、
３
年

１
月
７
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
外

出
を
控
え
る
市
民
が
増
え
た
影

響
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

順
位
の
低
さ
に
対
す
る
市
の
認

識
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ

プ
解
消
に
向
け
た
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

答　
日
本
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の
順
位
が
低
く
、

特
に
政
治
分
野
に
お
い
て
顕
著

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
政

治
参
画
が
課
題
で
あ
る
と
認
識

に
均
等
割
分
の
保
険
税
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
い
る

世
帯
の
家
計
へ
の
負
担
を
考
慮

し
、
今
回
減
免
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
本
市
で
は

現
在
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、

４
年
度
以
降
の
減
免
措
置
の
継

続
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
今
後
の
感
染
状
況

等
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
の
取

り
組
み
と
し
て
、
令
和
２
年
３

月
に
市
川
市
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
第
７
次
実
施
計
画
を
策

定
し
、
同
計
画
に
お
い
て
、
政

治
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
推

進
の
た
め
の
情
報
発
信
を
新
規

事
業
に
位
置
付
け
、
市
民
等
へ

の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

者
支
援
に
取
り
組
み
、
認
知
症

予
防
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
補
聴
器
の
購
入
に

関
し
て
、
新
た
に
補
助
制
度
を

設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
補
聴
器
が
難
聴
者
の
認
知

機
能
の
維
持
に
役
立
つ
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
日
本
を
含
め
、

世
界
中
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
難
聴
者
の
外
出
支
援
と
し

て
は
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

生
活
の
質
の
向
上
に
も
繋
が
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
後
は
、
認
知
症
予
防
の
観
点

も
含
め
、
高
齢
者
の
聞
こ
え
に

対
す
る
支
援
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
適
切
な
の
か
引
き

続
き
調
査
を
行
い
、
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西
部
の
下
水
道
整
備
が
大
き
く

進
む
と
聞
い
て
い
る
。
当
該
北

西
部
に
は
、
流
域
下
水
道
松
戸

幹
線
へ
の
接
続
点
が
須
和
田
地

区
等
４
カ
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

上
流
へ
向
け
て
工
事
を
行
っ
て

て
も
未
普
及
地
域
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
地
区
全
体
に
お
い
て
、

公
共
下
水
道
が
早
期
に
利
用
で

き
る
よ
う
下
水
道
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

い
る
。
そ
こ
で
、
今
後
の
北
西

部
の
下
水
道
整
備
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
北
西
部
の
下
水
道
整
備
に

お
い
て
、
松
戸
幹
線
に
接
続
す

る
区
域
は
、
須
和
田
、
曽
谷
、

国
分
地
区
等
全
体
で
約
５
１
０

ha
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
令
和
元

年
度
末
ま
で
に
約
１
２
０
ha
の

下
水
道
整
備
が
完
了
し
て
お
り
、

残
る
約
３
９
０
ha
の
う
ち
、
須

和
田
、
国
分
、
東
国
分
、
中
国

分
地
区
に
お
い
て
、
未
普
及
地

域
の
解
消
を
目
指
し
て
下
水
道

整
備
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
な
お
、
曽
谷
地
区
に
お
い

実
施
し
て
き
た
が
、
未
だ
予
断

を
許
さ
ず
、
行
政
に
よ
る
支
援

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
令
和
３
年
度

に
お
け
る
地
域
経
済
を
回
復
す

る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
問
う
。

答　
３
年
度
に
お
い
て
は
、
２

年
度
に
引
き
続
き
、
中
小
企
業

の
経
営
基
盤
安
定
化
を
図
る
た

め
の
資
金
繰
り
支
援
と
し
て
全

額
利
子
補
給
等
を
行
う
。
ま
た
、

地
域
経
済
の
回
復
に
は
市
民
に

身
近
な
商
店
会
の
活
性
化
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
近
年
、

商
店
会
の
枠
を
超
え
た
イ
ベ
ン

関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、

今
後
の
小
中
一
貫
教
育
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

ト
等
が
様
々
な
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
補
助

制
度
を
見
直
し
、
地
域
経
済
の

回
復
、
更
に
は
活
性
化
へ
と
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ＰＣＲ検査の様子（イメージ）

曽谷小（左上）・東国分中（右上）・稲越小（下）
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Ｒ
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①
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②
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地
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経
済
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復
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取
り
組
み

小
中
一
貫
教
育

問　
現
在
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
認
知
症
の
人
も
増
加
し

て
い
る
。
２
０
２
５
年
に
は
、

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知

症
を
発
症
す
る
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
市
と
し
て
も
認
知
症
の

人
へ
の
支
援
が
急
務
で
あ
る
。

市
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
た

に
４
人
の
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
を
配
置
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
同
推
進
員
は
ど
こ
に
配
置

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行

う
こ
と
と
な
る
の
か
。

答　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

は
、
市
内
15
カ
所
の
高
齢
者
サ

問　
本
市
は
希
望
す
る
65
歳
以

問　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
は
、
経
済
・
政
治
・
教
育
・

健
康
の
４
つ
の
分
野
か
ら
算
出

さ
れ
る
男
女
格
差
を
示
す
国
際

的
な
指
標
だ
が
、
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
２
０
２
０
年
に
公

表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日

本
は
１
５
３
カ
国
中
１
２
１
位

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
の

問　
本
市
は
、
令
和
３
年
度
に

18
歳
以
下
の
子
ど
も
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
を

２
分
の
１
減
免
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
減
免
措
置
は
、
こ
れ

ま
で
何
度
も
要
望
し
て
き
て
お

り
、
大
変
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
今
回
減
免
す
る

こ
と
と
し
た
理
由
及
び
４
年
度

以
降
も
継
続
す
る
考
え
を
問
う
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の

人
の
収
入
減
が
見
込
ま
れ
る
と

共
に
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

子
ど
も
を
含
む
全
て
の
加
入
者

問　
２
０
１
７
年
に
開
催
さ
れ

た
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
会

議
に
お
い
て
、
聴
力
の
低
下
が

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
危
険
因

子
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
市
と
し
て
も
難
聴

問　
東
京
外
郭
環
状
道
路
が
開

通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
北

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
企

業
や
商
店
会
が
経
済
活
動
を
続

け
る
た
め
の
支
援
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で

は
、
中
小
企
業
向
け
の
事
業
者

緊
急
支
援
事
業
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
普
及
促
進
事
業
等
を

問　
本
市
で
は
、
学
校
教
育
の

一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
教

育
環
境
の
充
実
や
改
善
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
の
う
ち
、
特
に
小

中
一
貫
教
育
の
推
進
が
市
民
の

日 
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②
〕

子
　
貞
作

廣〔
一
般
質
問
形
式
①
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清
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木
　
雅
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ひ
ろ
か
ず

荒
木
　
詩
郎


